
ＮＯ１６０２ （毎月１０・２５日発行） 教 育 通 信 ２０１２年２月１０日号 （昭和２７年１２月９日第３種郵便物認可）
＊１２月２７日の人事評価制度検討
委員会の資料から作成しました。

＊この内容は、職種別・採用年数別（１～４年、５～９年、
１０年以上）に細かな目標が定められていて、例えば、
採用１２年目の教諭は「教諭ステージ３」の「求められ
る水準」の項目について、評価されます。
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②８月に中間確認。

③１月に自己評価提出。

④２月１日基準日で作成

⑤学校長→地教委→県教委

こ
れ
ら
が
同
じ
内
容
で
す
。

「ウエイト」とは？例えば、校長は成果が求められる、教諭は教科の指導の力が求められる

など、職種や経験年数によって求められるものが違うということが前提。だから、校長の場

合、成果を評価する項目には「６」を、逆に教育公務員としての自覚の項目には（すでに当

然あることを前提に）「１」を、教諭ステージ３の場合成果の項目には「４」を、教科以外

の指導の項目には（学校の中心的に働くべき年齢層ということで）「５」をかける等して、

全員の合計点がすべて２００点満点で何点と出るようになっています。

⑥ ③に基づいて最終面談（人事評価書提出後）

⑦昇給の決定（５％８号俸、２０％６号俸）

自
動
的
に
出
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れ
た
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合
計
点
で
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定
し
ま
す
。

１２月２７日人事評価制度検討委員会、検討委員長の言葉

学校現場で
きちんとした説明を求めよう！

様々な疑問点はどんどん質問し、
納得性を高めよう！




